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課題、基本理念、基本方針を踏まえ、10の事業を推進



〇令和6年度に実施した主要な事業
【事業1：公共交通サービスの維持・向上】

• ノンステップバス車両導入

• ユニバーサルデザインタクシー購入補助

• 鉄道駅舎のバリアフリー化の推進

• バス停環境の改善（バス停上屋、ベンチ設置）

【事業２：運行情報の提供】

・公共交通マップの配布

・すいすいバス車内でのデジタルサイネージ運用

【事業3：利用サービスの提案】

• 高齢者自動車運転免許証の返納者向けサービス

• 学生（小・中学生）に向けた運賃補助

• 利用サービスの広報

【事業５：バス路線の見直し】

・すいすいバスたけのこルート本格運行の開始

【事業6：交通結節点の機能向上】

• 相互乗換ルートのバリアフリー化の推進

• シェアサイクルの拡充

• 自転車駐車場の整備推進

【事業７：地域コミュニティ交通の創出】

・地域主体の交通導入ガイドライン策定

【事業８：公共交通の魅力の発信】

・学校教育モビリティマネジメント



【事業１：公共交通サービスの維持・向上】

阪急バス(株) 近鉄バス(株)

R5 R6 R5 R6

台数（吹田市域配置車両） 80 77 52 53

ノンステップバス 75 73 51 51

ワンステップバス 5 4 1 2

ノンステップバス導入率（％） 93.6 94.8 98 96

鉄道駅舎のバリアフリー化

JR吹田駅可動式ホーム柵 基本設計完了。令和7年度も事業を継続します。

ユニバーサルデザインタクシー普及促進

ノンステップバス車両導入

国の認定のユニバーサルデザインタクシー車両に上限30万補助
を実施し普及促進に取り組むものです。補助実施台数23台

だれもが快適で利用しやすい安全・安心に利用できる交通環境の整備を図るため、以下の事業を実施。



バス停環境の改善

【事業１：公共交通サービスの維持・向上】

令和5年度 令和６年度

ベンチ設置数：4か所 ベンチ設置数：4か所

JR岸辺駅北口（③のりば） 吹田市役所前（①のりば）

佐竹台6丁目（西行） 吹田市役所前（②のりば）

五月が丘（西行） 吹田市役所前（③のりば）

山田市民体育館前（東行） 吹田市役所前（④のりば）

上屋・ベンチ ベンチのみ

紫金山公園前（東行） 末広町（東行）

南小学校前（西行） 大曽根（西行）

五月が丘西（西行） 吹田東小学校前（東行）

吹東町（西行）

吹田市バス停利用環境改善に関する補助金事業

バス停上屋ベンチ設置事業

ベンチ補助事業完成写真

バス停上屋ベンチ設置事業完成写真



公共交通マップの配布実績

【事業２：運行情報の提供】

すいすいバス車内でのデジタルサイネージの運用

転入者や希望者を対象に配布。
毎年印刷製本。

デジタルサイネージ5台
（ひまわり・あおばルート3台、たけのこルート2台）

令和５年度 令和６年度
（2/25時点）

13,655 部 13,249 部

多様な媒体を通じて運行情報等を提供し、満足度を高めるため、以下の事業を実施。



令和5年度（2023年度） 令和6年度（令和7年3月6日時点）

申請数 366件 365件

高齢者自動車運転免許証の返納者向けサービス
吹田市在住の75歳以上の運転免許所持者で、令和4年4月1日以降に有効免許を自主返納
（全部返納）した方の公共交通機関利用に係る費用を上限6,000円補助する事業。

学生（小・中学生）に向けた運賃補助
利用促進施策として、市立小・中学生にバスの無料乗車券を2枚／人配布し、利用された
分の運賃を補助する事業。将来需要の拡大、利用促進を図る。

令和5年度7月21日～1月8日 令和６年度7月20日～1月7日

小学生（5,500枚使用、配布数：43,260枚） 小学生（5,554枚使用、配布数：42,844枚）

中学生（1,384枚使用、配布数：18,496枚） 中学生（1,765枚使用、配布数：18,606枚）

配布枚数に対する使用枚数の割合
小学生：12.7%
中学生： 7.5%
全体 ：11.1%

配布枚数に対する使用枚数の割合
小学生：13.0%
中学生： 9.5%
全体 ：11.7%

【事業３：利用サービスの提案】

いずれも上昇

高齢者や学生に向け利用サービスを提案し、公共交通の利用促進を図るため、以下の事業を実施。



【事業３：利用サービスの提案】

利用促進のキャンペーン案内
おでかけを通じてバスの利用を促進するようなキャンペーンを実施。市HPでも広報を実施。



すいすいバス たけのこルート（千里山地区）本格運行の開始

令和4年2月から令和6年3月までの試験運行を経て、令和6年4月から本格運行に移行しました。

これにより本市では、鉄道や路線バスを補完するコミュニティバスが千里丘地区を運行する、

あおばルート、ひまわりルートと千里山地区を運行するたけのこルート、合わせて３ルート

となりました。

あおば・ひまわりルート（千里丘地区）：接続駅 モノレール宇野辺駅、JR千里丘駅

たけのこルート（千里山地区） ：接続駅 阪急南千里・千里山、北急緑地公園駅

【事業５：バス路線の見直し】



鉄道、バス、タクシー相互乗換動線のバリアフリー化

大阪メトロ

・江坂駅エレベーター設置工事

鉄道駅におけるバリアフリールートの確保、最短化、複数化のためのエレベーター設置等により、
バス停留所及びタクシー乗降場までの相互の乗換え動線の更なるバリアフリー化を推進する。

令和7年3月末 供用開始

江坂駅EV 位置図

【事業６：交通結節点の機能向上】



シェアサイクルの拡充

公共交通を補完する移動手段として、シェアサイクル事業の有効性や、既存路線バス、タクシー
等の公共交通への影響及び役割分担、さらに自転車駐車場における利用状況の変化等を明らかに
することを目的として実証実験中。実証実験の結果を踏まえ、より一層公共性のある移動手段と
して位置付ける。令和3年度1月～令和6年度3月末 実証実験実施。

令和7年度より本格実施

令和5年3月時点 令和6年3月時点 令和7年1月末時点

設置箇所数 60 68 85

ラック数 308 503 617

ステーションマップ（OpenStreet(株)HPから引用）

【事業６：交通結節点の機能向上】



自転車駐車場の整備推進
主要鉄道駅等におけるアクセス環境の充実
を図るために、「自転車活用推進計画(R4.3
策定)」により自転車駐車場が不足している
駅において整備を推進。

【事業６：交通結節点の機能向上】

Osaka Metro
江坂駅

JR
吹田駅

JR
岸辺駅

吹田市の公共交通網図江坂駅前中央
自転車駐車場

JR吹田駅北第２
自転車駐車場

岸辺駅前北口第2
自転車駐車場



JR吹田駅北第２自転車駐車場（新設）

令和6年（2024年）4月1日 オープン
自転車313台、原付17台、小型自動二輪6台

【事業６：交通結節点の機能向上】

JR
岸辺駅

JR
吹田駅

Osaka Metro
江坂駅

岸辺駅前北口第2自転車駐車場(新設)

令和7年（2025年）3月1日 オープン
自転車250台

江坂駅前中央自転車駐車場（増設）

令和7年（2025年） 4月1日 オープン予定
自転車61台
全体収容可能台数：自転車3,131台、原付236台

自転車駐輪場の整備推進



【事業７：地域コミュニティ交通の創出】

令和６年（2024年）７月 策定。

地域コミュニティ交通導入ガイドラインの策定

地域が主体となり地域コミュニティ交通の導入を検討する際の
役割分担や導入手順・支援内容等をまとめたもの。



【事業８：公共交通の魅力の発信】

学校教育モビリティマネジメント（小学校）

モビリティマネジメントの一環として、バスに関する副教材資料を要望のある小学校に提供。
令和６年度は、市内小学校４校に提供。


